
第
二
部天

草
島
測
量
ま
で
の
経
過
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半
官
半
民
か
ら
幕
府
直
轄
事
業
へ

伊
能
忠
敬
は
、
こ
れ
ま
で
の
測
量
及
び
地
図
作
成
を
高
く
評
価
さ

れ
、
幕
吏
に
登
用
さ
れ
た
。

幕
府
は
文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
九
月
十
日
、
忠
敬
を
城
中
に
召

し
、
焼
火
の
間
に
於
い
て
、
若
年
寄
堀
田
摂
津
守
よ
り
、
次
の
登
用

辞
令
を
伝
え
た
。

伊
能
勘
解
由

其
方
儀
是
迄
国
々
海
辺
測
量
御
用
並
地
図
骨
折
相
勤
候

以
後

も
右
筋
御
用
被
仰
付
候
ニ
付
十
人
扶
持
被
下
置
小
普
請
組
被
仰

付
翌
日
忠
敬
は
、
小
普
請
組
支
配
小
笠
原
若
狭
守
よ
り
、
佐
藤
修
理

の
組
に
編
入
す
べ
き
こ
と
、
及
び
天
文
方
に
出
役
勤
務
す
る
こ
と
を

伝
命
さ
れ
た
。
以
後
忠
敬
は
、
天
文
方
高
橋
景
保
の
手
伝
の
職
に
就

く
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
文
化
元
年
十
二
月
二
十
五
日
、
忠
敬
は
堀
田
摂
津
守
よ
り

景
保
を
経
て
、
西
国
筋
一
円
海
辺
測
量
の
命
令
を
受
け
た
。

当
然
、
こ
れ
ま
で
は
測
量
は
止
め
よ
う
と
思
え
ば
止
め
る
こ
と
も

で
き
た
（
？
）
が
、
以
後
は
幕
命
と
な
り
、
そ
の
仕
事
の
重
大
性
は

格
段
に
重
く
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
一
度
の
測
量
日
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
西
国

筋
と
い
う
こ
と
で
、
度
々
帰
国
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
長
期

間
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
幕
府
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
隊
員
も
増
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
隊
員
の
規
律
を
保
つ
こ
と
も
、
新
た
に
課
せ
ら

れ
た
忠
敬
の
仕
事
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
隊
員
の
規
律
に
関
す
る
９
項
目
の
起
請
文
を
つ
く
り
、

隊
員
に
申
し
渡
し
、
花
押
血
判
を
求
め
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
。

①
測
量
御
用
を
真
面
目
に
勤
め
る
こ
と
は
勿
論
、
指
図
に
背
か
な

い
こ
と
。

②
仮
病
を
使
わ
な
い
こ
と
。

③
旅
宿
で
酒
を
出
さ
れ
て
も
、
決
し
て
飲
ん
で
は
い
け
な
い
。
但

し
寒
気
防
止
の
た
め
自
分
で
調
え
て
少
々
呑
む
こ
と
は
構
わ
な

い
。

④
喧
嘩
口
論
は
し
て
は
い
け
な
い
。
互
い
に
相
親
し
み
、
兄
弟
と

も
心
得
る
よ
う
に
。

⑤
百
姓
町
人
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
。
も
し
大
名
よ
り

贈
物
が
あ
っ
た
ら
、
使
者
に
預
け
、
指
図
を
受
け
る
事
。

⑥
万
一
金
子
が
必
要
と
な
っ
て
も
町
人
百
姓
か
ら
借
り
て
は
い
け

な
い
。
等
々
。

ま
た
念
の
入
っ
た
こ
と
で
、

梵
天
帝
釈
四
天
王
総
日
本
国
中
六
十
余
州
大
小
神
祇
殊
伊
豆
箱

根
両
所
権
現
三
島
大
明
神
八
幡
大
菩
薩
天
満
大
自
在
天
神
部
類

眷
属
神
罰
冥
罰
各
可
罷
蒙
者
也
仍
起
証
文
如
件
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い
や
い
や
、
恐
れ
入
る
決
意
を
求
め
て
い
る
。

他
に
幕
命
と
な
っ
て
変
わ
っ
た
の
は
、
忠
敬
に
出
張
手
当
が
付
く

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

忠
敬
は
、
旅
扶
持
五
人
扶
持
一
倍
、
雑
用
金
１
ヶ
月
に
付
金
３
両

２
分
宛
、
宿
代
１
ヶ
月
に
付
銀
１
枚
宛
。
さ
ら
に
特
別
手
当
と
し
て
、

１
日
に
付
銀
14
匁
宛
を
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
下
役
、
内
弟
子
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
支
給
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
筆
、
墨
、
紙
、
ロ
ウ
ソ
ク
代
な
ど
も
、

逐
一
支
給
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
僅
か
の
日
給
を
受
け
た
り
、
一
時
支
給
金
を
受
け

て
の
請
負
的
業
務
か
ら
す
る
と
、
雲
泥
の
違
い
だ
。

さ
ら
に
、
幕
府
か
ら
諸
侯
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
通
牒
を
発
し

て
い
る
た
め
、
業
務
も
段
違
い
に
や
り
易
く
な
っ
た
こ
と
だ
。

天
文
方
高
橋
作
左
衛
門
手
附
手
伝

伊

能

勘

解

由

高
橋
作
左
衛
門
弟

高

橋

善

助

同

下

役

二

人

同

内

弟
子

四

人

右
者
此
度
測
量
為
御
用
東
海
道
中
国
筋
四
国
九
州
壱
岐
対
馬
迄

罷
越
候
ニ
付
当
二
月
下
旬
江
戸
出
立
別
紙
道
順
首
書
之
通
り
相
廻

り
測
量
可
致
候
間
其
段
可
被
相
心
得
候

一
右
ニ
付
他
領
並
ニ
島
々
江
渡
海
之
節
者
其
所
之
領
主
よ
り
船
を
出

し
差
支
無
之
様
可
被
致
候
尤
測
量
道
具
為
手
入
止
宿
致
候
儀
も

有
之
候
間
是
亦
差
支
無
之
様
可
被
取
計
候

一
廻
国
先
ゟ
江
戸
頒
暦
所
江
御
用
状
差
出
候
儀
有
之
候
ハ
ゝ
領
主

便
を
以
て
被
相
届
且
江
戸
表
ゟ
廻
国
先
江
御
用
上
差
出
し
候
節

心
当
之
場
所
其
領
主
役
人
中
江
可
相
達
候
間
其
所
江
到
着
以
前
ニ

候
ハ
ゝ
着
之
上
被
届
出
立
後
に
候
ハ
ゝ
先
々
江
相
届
候
様
可
被

致
候

右
之
趣
可
相
達
旨
戸
田
采
女
正
殿
被
渡
候
間
申
達
候

丑
二
月
（
文
化
二
年
）（

伊
能
忠
敬
・
大
谷
亮
吉
）

〈
概
意
〉

伊
能
勘
解
由
外
、
測
量
御
用
（
つ
ま
り
幕
府
の
仕
事
と
し
て
）
で
、

東
海
道
か
ら
九
州
ま
で
出
向
く
。
そ
の
際
は
。

①
他
領
（
一
般
的
に
は
他
藩
）
や
島
へ
渡
海
す
る
場
合
は
、
そ
の

領
主
が
船
を
出
し
、
測
量
隊
が
不
便
に
な
ら
な
い
よ
う
取
り
計
ら
う
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こ
と
。
ま
た
、
測
量
器
具
の
手
入
れ
で
宿
に
泊
ま
る
時
は
、
こ
れ
に

差
し
支
え
な
い
よ
う
に
便
宜
を
図
る
こ
と
。

②
測
量
地
よ
り
、
江
戸
の
事
務
所
へ
書
状
（
連
絡
文
）
を
出
す
場

合
は
、
領
主
便
（
藩
御
用
達
の
郵
便
）
を
用
い
る
事
、
云
々
。

こ
の
通
達
が
、
老
中
戸
田
采
女
正
か
ら
各
藩
の
領
主
へ
出
さ
れ
た
。

戸
田
采
女
正

戸
田
氏
教
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
大
名
。

と

だ

う
じ
の
り

美
濃
国
大
垣
藩
第
７
代
藩
主
。
大
垣
藩
戸
田
家
８
代
。
宝
暦
五
年

（
１
７
５
５
年
）
上
野
国
館
林
藩
主
松
平
武
元
の
五
男
に
生
ま
れ

る
。
初
名
は
松
平
元
起
。

元
起
は
大
垣
藩
６
代
藩
主
・
戸
田
氏
英
の
養
子
と
な
っ
て
戸
田

氏
教
を
名
乗
り
、
家
督
相
続
に
よ
り
従
四
位
下
、
侍
従
采
女
正
に

叙
任
さ
れ
た
。
奏
者
番
、
寺
社
奉
行
、
側
用
人
と
昇
進
し
、
寛
政

二
年
（
一
七
九
〇
）
に
老
中
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

藩
主
と
し
て
善
政
を
行
う
と
と
も
に
、
幕
府
老
中
と
し
て
幕
政

に
携
わ
り
、
幕
府
財
政
改
革
に
成
功
し
た
他
、
ロ
シ
ア
船
来
航
の

折
は
外
交
問
題
に
も
関
わ
り
、
国
家
の
枢
機
に
携
わ
っ
た
。
大
垣

藩
政
で
は
教
育
・
治
水
・
藩
の
富
強
を
図
り
、
大
垣
中
興
の
名
主

と
評
さ
れ
た
。

堀
田
摂
津
守

宝
暦
五
年
、
陸
奥
仙
台
藩
主
・
伊
達
宗
村
の
八

男
（
第
十
七
子
）
と
し
て
仙
台
に
生
ま
れ
る
。
天
明
六
年
堀
田
正

富
の
娘
婿
と
な
り
、
堅
田
藩
一
万
石
の
藩
主
と
な
る
。
寛
政
二
年

若
年
寄
に
な
り
、
老
中
・
松
平
定
信
の
寛
政
の
改
革
を
助
け
る
。

和
漢
の
学
識
に
富
み
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
編
纂
の
総
裁
を
務

め
る
。
ま
た
蘭
学
者
を
保
護
す
る
な
ど
学
者
を
厚
遇
し
、
自
ら
も

鳥
類
図
鑑
『
禽
譜
』
と
解
説
書
『
観
文
禽
譜
』
を
編
纂
す
る
と
と

も
に
、
『
観
文
獣
譜
』
『
観
文
介
譜
』
も
執
筆
す
る
。

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）

こ
う
し
た
経
緯
を
以
て
、
第
五
次
測
量
（
中
国
測
量
）
、
第
六
次

測
量
（
四
国
測
量
）
が
実
施
さ
れ
、
そ
し
て
わ
が
天
草
測
量
を
含
む

第
七
次
測
量
が
行
わ
れ
た
。

測
量
隊
来
郡
先
触
れ

天
草
測
量
は
、
文
化
七
年
の
事
で
あ
る
が
、
文
化
三
年
（
１
８
０

６
）
に
、
先
触
れ
、
つ
ま
り
伊
能
忠
敬
の
測
量
隊
が
天
草
に
も
行
く

こ
と
の
連
絡
が
来
た
。

触
書
到
達
か
ら
、
実
施
ま
で
４
年
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
意
味

優
し
い
行
政
で
あ
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。
た
だ
し
、
具
体
的
に

ど
れ
だ
け
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
た
か
の
疑
問
は
残
る
が
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
忠
敬
の
測
量
の
意
味
を
、
天
草
郡
の
指
導
者

が
ど
の
く
ら
い
正
確
に
理
解
し
得
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
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《
近
代
年
譜
》

文
化
三
年

こ
の
歳

幕
吏
高
橋
作
左
衛
門
景
保
手
伝
、
伊
能
勘
解
由
外
三
人
、
東

海
道
よ
り
中
国
西
国
筋
海
辺
浦
々
、
測
量
の
た
め
下
向
す
べ

き
旨
の
触
書
到
来
。

《
木
山
家
文
書
》
測
量
隊
出
立
の
御
触
書

公
義
御
浦
触
写

追
而
此
触
書
早
々
相
廻
し
承
知
之
旨
別
紙
請
書
相
添
留
り
宿
ゟ
左

近
御
役
所
江
可
相
返
候
以
上

天
文
方
下
役

下
河
部
政
五
郎

マ
マ

右
者
天
文
方
高
橋
作
左
衛
門
手
伝
伊
能
勘
ヶ
由
外
三
人
義
東
海
道

其
外
西
国
中
国
筋
海
辺
浦
々
為
御
用
罷
越
候
ニ
付
其
節
相
触
置

候
名
前
之
内
市
野
金
助
事
病
気
ニ
付
代
り
と
し
て
此
度
下
河
部
政

五
郎
被
差
遣
候
間
諸
事
先
達
而
相
触
置
候
通
相
心
得
宿
々
村
々
ニ

お
ゐ
て
差
支
無
之
様
可
取
計
者
也

丑
九
月
十
日

兵
庫
印

和
泉
印

左
近
印

飛
騨
印

主
膳
印

美
濃
印

傳
馬
町
東
海
道
品
川

此
先
御
本
紙
ニ
者
先
達
而
之
通
御
認

有
候
得
共
同
様
ニ
付
略
い
た
し
候

右
村
々
宿
々

問
屋

年
寄

名
主

組
頭

御
添
触
写

一
東
海
道
其
外
西
国
中
国
筋
海
辺
浦
々
為
御
用
天
文
方
御
下
役
下

河
部
政
五
郎
様
御
出
立
被
成
候
ニ
付
如
斯
御
勘
定
御
奉
行
様
御
連

御
証
文
壱
通
御
渡
被
成
候
間
則
差
越
申
候

先
々
無
滞
相
届
尤

御
判
物
墨
付
よ
こ
れ
不
申
様
入
念
可
被
申
候
以
上

丑
九
月
十
日

御
伝
馬
役

馬
込
平
八
印

従
品
川
西
国
中
国
筋
海
辺
浦
々
夫
ゟ
内
藤
新
宿
迄

問
屋

名
主

中

〈
概
意
〉

伊
能
勘
解
由
外
三
名
で
東
海
道
か
ら
中
国
筋
ま
で
海
辺
浦
々
の
測

量
を
し
て
い
る
が
、
以
前
に
触
れ
置
い
て
い
た
市
野
金
助
が
病
気
の

た
め
、
代
わ
り
と
し
て
下
河
辺
政
五
郎
を
差
し
遣
わ
す
。
し
た
が
っ

て
、
諸
事
先
達
の
よ
う
に
心
得
、
村
々
に
於
い
て
も
差
し
支
え
な
い
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よ
う
に
取
り
計
ら
う
こ
と
。

こ
の
文
書
は
、
文
化
二
年
九
月
に
発
せ
ら
れ
た
が
、
天
草
に
着
い

た
の
は
、
文
化
三
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
現
在
な
ら
各
地
へ
一

斉
に
通
知
を
出
す
こ
と
が
出
来
る
が
、
当
時
は
通
信
事
情
も
悪
く
、

か
つ
継
ぎ
送
り
で
送
ら
れ
て
き
た
の
で
時
間
を
要
し
た
。
継
ぎ
送
り

と
は
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
回
覧
板
で
あ
る
。
た
だ
し
、
回
覧
板

は
そ
の
ま
ま
次
の
人
に
手
渡
す
。
必
要
な
ら
ば
コ
ピ
ー
を
取
る
こ
と

も
あ
る
。
で
も
当
時
は
、
重
要
な
文
書
な
の
で
コ
ピ
ー
を
取
る
必
要

が
あ
る
が
、
コ
ピ
ー
機
も
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
写
す
る
こ
と
に
な
る
。

当
然
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
の
触
書
を
受
け
た
郡
会
所
詰
め
大
庄
屋
は
、
次
の
触
れ
を
富

岡
町
、
各
組
に
出
し
て
い
る
。

《
木
山
家
文
書
》

態
申
触
候

然
者
別
紙
弐
通
之
通

公
義
御
浦
触
嶋
原
千
々
石
村

よ
り
上
村
江
継
来
候
由
ニ
て
送
来
申
候

大
切
成
御
本
紙
ニ
付
写
を
以
相
触
候
間
左
様
御
承
知
可
被
成
候

御
請
書
者
国
々
振
合
を
以
村
々
分
共
此
方
ニ
而
相
認
候
様
可
致

候

海
辺
村
々
無
遅
滞
早
々
御
継
送
可
被
成
候
以
上

五
月
十
日
（
文
化
三
年
）

会
所
詰

大
庄
屋

富
岡
町

志
岐
組

井
手
組

御
領
組

本
戸
組

栖
本
組

大
矢
野
組

砥
岐
組

久
玉
組

壱
町
田
組

大
江
組

右
海
辺
附
村
々

大
庄
屋

町
役
人

庄
屋

衆
中

〈
概
意
〉

別
紙
の
通
り
、
公
義
浦
触
れ
が
島
原
千
々
石
村
よ
り
上
村
（
大
矢

野
）
へ
村
継
ぎ
で
送
り
来
た
。
大
切
な
御
本
紙
な
の
で
、
写
し
を
以

て
連
絡
す
る
。
組
は
各
村
へ
遅
滞
な
く
継
ぎ
送
る
よ
う
に
。

各
組
村
々
へ

会
所
詰
大
庄
屋

こ
の
年
の
会
所
詰
年
番
は
、
大
矢
野
組
大
庄
屋
吉
田
長
平
で
あ
っ

た
。
こ
の
会
所
詰
め
に
つ
い
て
、
余
談
な
が
ら
述
べ
る
と
。

天
草
の
自
治
機
関
と
し
て
郡
会
所
が
あ
っ
た
。
当
初
は
蔵
元
が
置

か
れ
て
い
た
が
、
天
明
元
年
（
１
７
８
１
）
こ
の
蔵
元
が
不
正
を
働

い
た
た
め
、
蔵
元
制
度
を
廃
止
し
、
大
庄
屋
が
一
ヶ
月
交
代
で
詰
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
会
所
の
業
務
は
、
年
貢
米
の
保
管
や
代
官

所
と
村
方
と
の
中
継
で
あ
っ
た
。
後
に
は
、
郡
内
の
主
要
協
議
機
関

と
な
り
、
多
く
の
業
務
を
行
っ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
大
庄
屋
２
人
宛
て
月
番
で
あ
っ
た
が
、
天
明
六
年
（
１
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７
８
６
）
か
ら
は
、
各
組
大
庄
屋
年
番
交
代
と
な
っ
て
い
る
。
更
に

寛
政
元
年
か
ら
は
庄
屋
２
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

御
証
文
並
び
に
先
触
順
達

文
化
七
年
に
入
り
、
牧
野
備
前
守
よ
り
の
御
証
文
並
び
に
先
触
れ

が
天
草
に
も
届
く
。

《
木
山
家
文
書
》
測
量
隊
諸
国
廻
浦
御
証
文
及
び
先
触
れ

覚

一
、
人
足

七
人

一
、
馬

壱
疋

一
、
長
持

壱
棹

右
者
測
量
為
御
用
測
器
類
従
江
戸
中
山
道
木
曽
街
道
筋
山
城
淀
よ

り
西
国
街
道
赤
間
関
豊
前
豊
後
日
向
大
隅
薩
摩
肥
後
海
辺
廻
浦

并
同
所
嶋
々
石
見
尾
張
三
河
甲
州
街
道
往
返
共
伊
能
勘
解
由
断

次
第
御
用
中
幾
度
茂
可
持
送
者
也

巳
八
月

備
前

印
右
村
宿
中

（
註
１

備
前
と
は
老
中
牧
野
備
前
守
忠
精

註
２

発
信
年
月
は
文
化
六
年
）

伊
能
勘
解
由
儀
為
測
量
御
用
中
山
道
木
曽
街
道
筋
山
城
淀
よ
り

西
国
街
道
赤
間
関
豊
前
豊
後
日
向
大
隅
薩
摩
肥
後
海
辺
廻
浦
并

同
所
嶋
々
石
見
尾
張
三
河
甲
州
街
道
往
返
共
於
途
中
茂
測
量
可

致
間
其
先
々
ニ
而
差
支
無
之
様
致
尤
地
方
通
行
難
成
所
者
其
所
ゟ

船
を
出
案
内
致
無
差
支
様
可
致
者
也

文
化
六
巳
八
月

備
前

印

宿
々

村
々

年
寄

共

人
足
壱
人
馬
六
疋
従
江
戸
中
山
道
木
曽
街
道
筋
山
城
淀
よ
り
西

国
街
道
赤
間
関
豊
前
豊
後
日
向
大
隅
薩
摩
肥
後
海
辺
廻
浦
并
同
所

嶋
々
石
見
尾
張
三
河
甲
州
街
道
往
返
共
測
量
御
用
天
文
方
高
橋

作
左
衛
門
手
附
伊
能
勘
解
由
同
手
伝
勤
方
坂
部
貞
兵
衛
同
下
役

下
河
部
政
五
郎
青
木
勝
次
郎
永
井
要
助
罷
越
付
壱
人
弐
疋
勘
解

由
壱
疋
宛
貞
兵
衛
政
五
郎
勝
次
郎
要
助
江
相
渡
之
者
也

文
化
六
巳
八
月

備
前
印右

村
宿
中

具
体
的
廻
状
到
来

文
化
七
年
三
月
、
測
量
方
伊
能
忠
敬
の
一
行
が
、
近
く
来
島
す
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る
と
い
う
ほ
ぼ
具
体
的
先
触
れ
が
、
肥
後
藩
三
角
浦
か
ら
富
岡
の
役

所
に
到
来
し
た
。

《
近
代
年
譜
》

１
８
１
０
年
４
月
15
日
（
文
化
七
年
三
月
十
二
日
）

測
量
方
伊
能
勘
解
由
忠
敬
一
行
上
下
18
人
来
郡
に
付
き
、
こ

の
日
宇
土
郡
三
角
浦
よ
り
先
ぶ
れ
が
富
岡
に
到
来
、
会
所
詰

め
大
庄
屋
請
書
し
て
、
触
れ
書
は
元
通
り
三
角
浦
へ
継
ぎ
返

す
。

三
角
か
ら
の
廻
し
状
の
内
容
は
次
の
通
り
。

《
木
山
家
文
書
》

覚
御
証
文

一

人
足

八
人

一

馬

七
疋

一

長
持
一
棹
持
人
足

右
者
我
等
共
国
々
測
量
為
御
用
豊
前
小
倉
ゟ
海
辺
ニ
従
ひ
豊
後
日

向
大
隅
薩
摩
肥
後
熊
本
迄
浦
々
嶋
々
其
外
最
寄
之
山
々
城
下
等

不
残
相
測
候
間

御
証
文
之
通
書
面
之
人
馬
無
遅
滞
御
継
立
且

海
辺
通
行
難
成
場
所
并
嶋
々
江
者
其
渡
場
ニ
船
用
意
有
之
無
差
支

様
取
計
可
被
申
候

尤
右
通
行
筋
山
川
共
測
量
い
た
し
候
間
村
々

絵
図
面
持
参
案
内
可
有
之
候

一
右
通
行
筋
村
々
領
主
姓
名
国
郡
村
高
家
数
等
別
紙
案
文
之
通
相

認
前
々
泊
江
持
参
可
有
之
候

一
泊
宿
之
儀
雨
天
其
外
御
用
調
測
器
手
入
等
ニ
而
逗
留
致
候
ニ
付

途
中
ゟ
追
々
可
達
候

尤
御
測
器
据
込
候
間
南
北
見
晴
ら
し
之

地
所
十
坪
計
用
意
可
有
之
候

一
惣
人
数
上
下
拾
八
人
相
越
候
ニ
付
止
宿
等
差
支
無
之
様
夜
分
測
量

有
之
候
間
可
成
丈
上
下
不
残
同
宿
之
積

若
し
村
方
建
家
間
狭

ニ
而
同
宿
難
成
儀
も
候
ハ
ヽ
近
辺
へ
別
宿
用
意
可
有
之
候

支

度
之
儀
者
御
定
之
木
銭
米
代
相
払
候
間
其
所
有
合
之
品
ニ
而
一
汁

一
菜
之
外
馳
走
ケ
間
敷
儀
可
為
無
用
候

即
御
証
文
之
写
三
通

書
付
雛
形
壱
通
相
添
差
遣
候

此
先
触
早
々
順
達
肥
後
熊
本
江
留
置
我
等
共
着
之
節
可
被
相

返
候
以
上

巳
十
二
月

永

井

要

助

印

青
木
勝
次
郎
印

下
河
邊
政
五
郎
印

坂
部
貞
兵
衛
印

伊
能
勘
解
由
印

豊
前
小
倉
ゟ

豊
後

日
向
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大
隅

薩
摩

肥
後

天
草

熊
本
迄

海
辺

浦
々

嶋
々

村
々
問
屋

年
寄

名
主

組
頭

中

こ
れ
を
意
訳
す
る
と
。

覚
え

御
証
文

一
、
人
足

八
人

一
、
馬
七
匹

一
、
長
持

一
棹

持
人
足

右
の
者
我
ら
共
、
国
々
の
測
量
御
用
の
た
め
、
豊
前
小
倉
よ

り
海
辺
に
従
っ
て
、
豊
後
、
日
向
、
大
隅
、
薩
摩
、
肥
後
熊
本

ま
で
、
浦
々
島
々
そ
の
他
最
寄
り
の
山
々
、
城
下
等
残
ら
ず
測

量
を
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
御
証
文
の
通
り
、
書
面
の
人
馬
を
遅
滞
な
く
用
意

し
、
か
つ
海
辺
の
通
行
が
難
し
い
所
や
島
々
へ
は
、
そ
の
渡
し

場
に
船
を
用
意
し
、
測
量
に
差
し
支
え
な
い
よ
う
、
対
策
を
取

る
よ
う
申
し
付
け
る
。

ま
た
通
行
す
る
所
や
山
川
は
測
量
し
て
い
る
間
、
村
々
の
絵

図
面
を
持
参
し
て
案
内
す
る
よ
う
に
。

一
、
通
行
す
る
地
の
領
主
姓
名
、
国
、
郡
、
村
高
、
家
数
等
別

紙
の
案
文
の
通
り
書
付
、
前
々
日
の
泊
地
へ
持
参
の
こ
と
。

一
、
宿
泊
の
際
雨
天
等
の
場
合
、
御
用
の
計
測
器
の
手
入
れ
等

の
た
め
滞
留
す
る
の
で
、
途
中
よ
り
追
々
達
す
。
ま
た
測
量
器

を
据
え
付
け
る
、
南
北
の
見
晴
ら
し
と
10
坪
ほ
ど
の
地
を
用
意

を
す
べ
し
。

一
、
総
人
数
上
下
18
人
で
来
る
の
で
、
宿
等
は
差
し
さ
わ
り
の

な
い
よ
う
に
。

夜
分
も
測
量
す
る
の
で
、
全
員
同
宿
で
き
る
よ
う
に
。

も
し
、
建
屋
が
狭
く
同
宿
が
か
な
わ
な
い
と
き
は
、
近
辺
へ
別

宿
を
用
意
す
る
こ
と
。
支
度
は
お
定
め
の
金
銭
を
支
払
う
。

料
理
は
あ
る
も
の
で
、
一
汁
一
菜
の
ほ
か
馳
走
は
無
用
。

証
文
の
写
し
３
通
を
作
り
、
雛
形
一
冊
を
添
え
、
差
し
支
え
な

い
よ
う
に
し
て
、
こ
の
先
、
先
触
れ
を
早
く
肥
後
熊
本
へ
留
め

置
き
、
我
ら
が
到
着
し
た
際
に
お
返
し
す
る
こ
と
。

以
上巳

十
二
月(

文
化
六
年)

永

井

要

助

青

木

勝
次
郎

下
河
辺

政
五
郎

坂

部

貞
兵
衛

76



伊

能

勘
解
由

豊
前
小
倉
ゟ

豊
後
、
日
向
、
大
隅
、
薩
摩
、
肥
後
天
草
熊
本
迄
海
辺
浦
々
、

島
々
、
問
屋
、
年
寄
、
名
主
組
頭
中

書

上

（
案
文
）

何
之
誰
領
分

何
国
何
郡
何
村

一
、
高
何
千
何
百
何
十
何
石
何
斗
何
升

一
、
家
数
何
百
何
十
何
軒

内
何
百
軒

本

村

何
十
軒

枝
郷
字
何

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

一
、
村
の
長
さ
、
東
西
何
十
何
町
、
南
北
何
十
何
町

内
、
何
十
何
町

居

村

何
十
何
町

野

間

一
、
村
内
往
還
筋
（
或
い
は
海
辺
）
何
十
何
町
何
十
間

但
し
、
何
村
境
よ
り
何
村
境
ま
で

一
、
居
村
往
還
通
（
或
い
は
海
辺
）
ま
で
何
町
方
角

以
下
、

街
道
は
何
か
所
か
。

何
処
何
処
へ
は
何
里
か
。

河
は
船
渡
し
か
歩
行
が
可
能
か
。

寺
社
、
名
所
、
旧
跡
、
名
産
、
古
城
跡
。

当
村
か
ら
隣
村
ま
で
方
角
と
距
離
。
ま
た
、
田
畑
か
山
越
え
か
。

遠
山
が
見
渡
せ
る
の
は
、
何
山
で
方
角
と
距
離
。

島
は
い
く
つ
か
。
そ
の
島
の
周
囲
の
距
離
、
家
数
、
何
村
か
ら

の
距
離
。

人
家
は
あ
る
か
。

船
を
留
め
る
港
の
深
さ
は
。

な
ど
こ
と
細
か
く
情
報
を
求
め
て
い
る
。

注
意
事
項
と
し
て
、
半
紙
竪
帳
に
細
字
で
書
く
こ
と
や
難
読
村
名

に
は
カ
ナ
を
付
け
る
事
と
あ
る
。

竪
帳
と
は
用
紙
を
た
て
に
二
つ
折
り
に
し
、
袋
と
じ
に
し
た
帳
面
。

書
上
げ
部
分
は
、
（
書
上

案
文
は
「
伊
能
忠
敬
の
天
草
測
量
」
由

比
質
）
に
よ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
会
所
詰
大
庄
屋
は
と
り
あ
え
ず
次
の
文
書
を
郡
中
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の
村
々
な
ど
に
発
し
て
い
る
。

《
木
山
家
文
書
》

覚

一

御
証
文
写

三
通

一

御
先
触
写

壱
通

一

雛
形
御
書
付
写

壱
冊

右
測
量
方
御
先
触
肥
後
三
角
浦
村
ゟ
登
立
村
江
継
送
来
候
由
ニ
而

為
持
来
候
ニ
付
其
段
御
役
所
江
茂
御
届
申
上
郡
中
海
辺
附
村
々
請

書
送
書
共
会
所
ニ
而
相
認
夫
々
印
達
済
元
之
通
登
立
村
ゟ
三
角
浦

村
江
継
送
戻
し
申
候

村
々
共
右
御
証
文
御
先
触
之
趣
御
承
知

可
被
成
候

尤
請
書
者
海
辺
付
村
々
計
い
た
し
遣
候
得
共
郡
中

村
々
共
承
知
不
罷
在
候
而
者
相
成
間
敷
殊
ニ
大
庄
屋
海
辺
付
ニ
而

無
之
組
々
茂
有
之
候
事
ニ
付
郡
中
村
々
共
請
書
印
形
被
成
刻
付
を

以
早
々
御
順
達
可
被
成
候
以
上

三
月
十
二
日

会
所
詰

大
庄
屋

郡
中
村
々

大
庄
屋

町
役

庄
屋

衆
中

そ
し
て
測
量
隊
受
け
入
れ
の
打
ち
合
わ
せ
大
庄
屋
会
議
を
開
催
す

べ
く
、
代
官
及
び
会
所
詰
大
庄
屋
名
で
、
次
の
招
集
を
か
け
た
。

《
木
山
家
文
書
》
測
量
方
へ
差
出
す
絵
図
面
仕
立
て
方
相
談

測
量
方
追
々
罷
越
候
ニ

付
帳
面
絵
図
面
仕
立
方
彼
是
申
談
儀
有

之
候
間
我
々
御
領
村
へ
壱
人
出
浮
候
ニ
付
大
庄
屋
中
来
廿
五
日
右

村
江
無
遅
滞
罷
出
候
様
可
被
致
候
以
上

代
官

前
書
之
通
被
仰
聞
候
ニ
付
則
切
紙
写
差
廻
申
候

当
月
廿
五
日

無
間
違
御
領
村
江
御
出
勤
可
被
成
候

此
状
遅
滞
い
た
し
候
而

者
先
々
間
違
ニ
相
成
候
間
昼
夜
ニ
不
限
組
元
ゟ
組
元
へ
飛
脚
ニ
而

継
送
り
候
様
御
取
計
可
被
成
候

右
申
進
度
早
々
以
上

四
月
廿
日

会
所
詰

大
庄
屋

未
刻
頃
出
ス

志
岐
組

井
手
組

御
領
組

栖
本
組

大
矢
野
組

砥
岐
組

右
組
々

大
庄
屋
衆
中

測
量
方
が
追
々
来
郡
す
る
の
で
、
帳
面
や
絵
図
面
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
打
ち
合
わ
せ
す
る
た
め
の
大
庄
屋
会
議
を
開
催
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
こ
の
帳
面
や
絵
図
面
は
、
あ
く
ま
で
測
量
隊
に
提
出
す
る

も
の
で
あ
り
、
後
日
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
の
村
々
間
の
境
目
等
に

は
用
い
な
い
と
い
う
口
演
書
も
わ
ざ
わ
ざ
出
し
て
い
る
。
文
中
に
あ
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る
井
手
村
云
々
は
、
意
味
不
明
。

《
木
山
家
文
書
》
帳
面
絵
図
面
の
内
容
は
こ
の
場
限
り
の
通
達

口
演

一
此
度
測
量
方
相
廻
候
ニ
付
郡
中
村
々
絵
図
面
并
帳
面
仕
立
方
村
内

間
数
等
相
調
候
之
様
申
談
候
処
村
ニ
ゟ
境
等
認
方
差
支
候
所
茂
可

有
之
哉
ニ
被
存
候
右
体
之
所
者
其
訳
測
量
方
江
申
達
後
来
之
差
支

ニ
不
相
成
様
取
計
可
申
ニ
付
其
心
得
ヲ
以
事
立
不
申
様
程
能
取
計

可
被
申
候

右
ニ
付
而
者
此
度
差
出
候
書
付
村
内
間
数
境
目
等
之

儀
者
及
後
年
取
用
候
儀
決
而
有
之
間
敷
候

是
等
之
所
相
含
勘

弁
を
以
呉
々
不
事
立
様
可
被
致
候

尤
井
手
村
ニ
お
ゐ
て
も
申
談

置
候
得
共
猶
又
口
演
書
ヲ
以
申
達
候
己
上

四
月
晦
日

今
井
左
四
郎

藤
本

恕
助

大
庄
屋
中

尚
々
飛
脚
賃
之
儀
者
割
合
御
渡
可
被
成
候

別
紙
御
回
達
書
御
渡
被
成
候
ニ
付
差
廻
申
候

御
回
達
書
ニ
茂
有

之
候
通
此
節
帳
面
并
絵
図
面
後
年
ニ
至
取
用
方
ニ
相
成
不
申
趣

尚
又
会
所
ゟ
も
申
遣
候
様
被
仰
聞
候
間
右
之
御
含
を
以
村
境
等

之
儀
ニ
付
必
申
事
等
無
之
様
御
取
計
可
被
成
候

尤
組
々
大
庄
屋

中
ゟ
右
之
含
を
以
取
計
事
立
不
申
様
可
仕
趣
之
請
書
差
出
候
様

可
申
遣
旨
被
仰
聞
候
間
此
飛
脚
ゟ
請
書
御
認
御
遣
可
被
成
候

右
申
進
度
如
此
御
座
候
以
上

五
月
朔
日

会
所
詰

大
庄
屋

志
岐
組

井
手
組

御
領
組

本
戸
組

栖
本
組

大
矢
野
組

砥
岐
組

右
組
々

大
庄
屋
衆
中

こ
の
大
庄
屋
会
議
に
、
宜
珍
に
も
出
席
の
依
頼
が
あ
っ
た
様
だ
。

と
い
う
よ
り
、
宜
珍
は
大
庄
屋
格
に
な
っ
て
お
り
、
大
江
組
の
大
庄

屋
に
代
わ
っ
て
大
江
組
大
庄
屋
か
ら
依
頼
さ
れ
た
模
様
だ
。
宜
珍
日

記
に
は
。

《
宜
珍
日
記
》

５
月
26
日
（
四
月
二
十
四
日
）

今
富
よ
り
飛
脚
に
て
明
二
十
五
日
大
庄
屋
代
と
し
て
御
領
ヘ

罷
り
こ
す
こ
と
を
知
る
。

と
し
て
い
る
が
、
二
十
五
日
に
大
庄
屋
会
議
に
宜
珍
が
出
席
し
た

こ
と
は
記
録
し
て
い
な
い
。

《
近
代
年
譜
》

５
月
27
日
（
四
月
二
十
五
日
）
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測
量
方
伊
能
忠
敬
一
行
を
迎
え
る
下
準
備
の
た
め
、
こ
の
日

御
領
村
に
於
い
て
、
郡
中
大
庄
屋
会
議
を
開
き
、
諸
事
打
ち

合
わ
せ
を
行
う
。

さ
て
、
測
量
隊
を
迎
え
る
た
め
に
成
し
た
宜
珍
の
動
向
を
「
宜
珍

日
記
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。
こ
の
時
期
、
宜
珍
は
、
田
植
え
や
カ
ラ

イ
モ
植
え
、
窯
火
入
れ
と
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
う
え
に
、

測
量
隊
迎
え
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
。

《
宜
珍
日
記
》
に
は
５
月
24
日
（
四
月
二
十
二
日
）
今
日
測
量

方
の
村
絵
図
取
り
に
宜
珍
が
行
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
疝
気
（
下
腹

痛
）
心
地
の
た
め
途
中
よ
り
引
き
取
っ
て
い
る
。
宜
珍
は
、
長
崎
役

人
に
対
し
て
相
対
も
出
来
ず
申
し
訳
な
い
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
６
月
４
日
（
五
月
三
日
）
に
は
、
大
江
組
寄
り
に
、
伝

次
平
、
悦
蔵
を
召
し
連
れ
船
で
行
き
、
測
量
御
用
の
打
ち
合
わ
せ

（
申
談
）
を
行
い
、
夜
半
に
帰
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
会
議
に
は
、
宜
珍
と
今
富
村
庄
屋
演
右
衛
門
が
出
席
し
、

他
の
庄
屋
は
年
寄
を
出
し
て
い
る
。
小
田
床
村
か
ら
は
、
誰
も
出
て

い
な
い
。

こ
こ
で
、
井
手
（
村
？
）
で
写
し
取
っ
た
書
付
、
絵
図
の
写
し
を

そ
れ
ぞ
れ
渡
さ
れ
た
（
参
考
の
た
め
？
）
。
村
々
で
絵
図
面
を
作
成

し
、
十
日
ま
で
調
え
、
会
所
へ
差
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

６
月
８
日
（
五
月
七
日
）
に
は
、
今
富
村
の
年
寄
が
来
て
、
測
量

方
へ
提
出
の
絵
図
面
の
添
削
を
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ま
だ
当
方
の
も
の
も
出
来
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な

い
と
断
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
連
木
村
か
ら
は
、
当
村
（
高
浜
村
）

迄
の
間
数
書
付
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
書
付
を
渡
し
て
い
る
。
更

に
、
下
津
深
江
村
か
ら
は
、
筆
者
が
見
え
、
測
量
方
書
付
を
指
導
し

て
く
れ
と
の
こ
と
で
、
下
書
き
を
渡
し
て
い
る
。

翌
八
日
に
は
、
海
辺
間
数
改
め
の
た
め
、
伝
平
次
、
悦
蔵
を
連
れ
、

船
で
出
て
い
る
。
当
日
は
、
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
小
田
床
、
境
松
松

ノ
鼻
よ
り
小
崎
を
廻
り
釣
棚
ま
で
終
え
て
い
る
。

な
か
な
か
宜
珍
さ
ん
も
大
変
だ
。

翌
九
日
に
は
、
西
平
の
間
数
改
め
に
伝
次
平
、
貞
右
衛
門
を
出
し

て
い
る
。

ま
た
、
同
日
薩
摩
か
ら
長
崎
へ
廻
船
の
船
が
、
高
浜
に
立
ち
寄
っ

た
。
そ
こ
で
、
浅
五
郎
を
差
し
向
け
、
藩
役
人
か
ら
伊
能
測
量
隊
の

様
子
を
聞
き
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
測
量
隊
の
様
子
が
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
薩
摩
測
量
に
は
ず
い
ぶ
ん
日
数
が
か
か

る
様
子
で
あ
る
。

十
日
に
は
、
小
田
床
村
か
ら
高
浜
村
の
書
上
帳
を
参
考
に
見
せ
て

欲
し
い
と
の
事
で
、
写
し
を
渡
し
た
り
、
大
江
村
と
の
界
が
は
っ
き

り
し
な
い
の
で
、
そ
こ
を
ど
う
す
る
か
の
相
談
が
あ
っ
て
い
る
。
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そ
し
て
、
測
量
方
書
上
帳
一
冊
、
村
絵
図
を
一
枚
、
明
日
富
岡
会

所
ま
で
提
出
す
る
た
め
、
当
日
飛
脚
に
渡
し
て
い
る
。
ま
た
、
藤
本

恕
助
代
官
に
上
げ
る
焼
酎
二
升
を
も
頼
ん
で
い
る
。

そ
の
高
浜
村
の
「
書
上
帳
」
が
「
宜
珍
日
記
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。《

宜
珍
日
記
》

書
上
帳

扣
（
ひ
か
え
）

松
平
主
殿
頭
御
預
所

肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村

一
高
六
百
拾
五
石
三
斗
六
升
六
合

一
家
数
五
百
五
拾
四
軒

但
枝
郷
無
御
座
候

一
村
長

東
西
弐
里
半
（
９
・
８
㎞
）

南
北
弐
里
拾
町
（
８
・
９
㎞
）

但
当
村
之
儀
野
山
勝
二
而
谷
間
迫
合
所
々
ニ
人
家
有
之
候
ニ
付

居
村
卜
野
山
卜
之
仕
分
何
分
難
出
来
御
座
候

一
村
内
海
辺
長
壱
里
廿
六
町
七
拾
間
（
６
・
９
㎞
）

但
大
江
村
境
ゟ
小
田
床
村
境
迄

一
居
村
御
高
札
場
ゟ
海
辺
迄
四
町
拾
五
間
（
０
・
５
㎞
）

入
江
白
洲
ヲ
隔

一
村
内
街
道
筋
二
無
御
座
候

肥
後
国
冨
岡
町
御
陳
屋
江
陸
五
里
三
十
弐
町
三
拾
五
間
（
２

マ
マ

３
・
２
㎞
）

海
上
八
里
（
３
１
・
４
㎞
）

同
国
飽
田
郡
熊
本
御
城
下
江
海
上
廿
八
里
（
１
１
０
㎞
）
陸
弐

里
（
７
・
９
㎞
）
合
三
拾
里
（
１
１
７
・
８
㎞
）

同
国
宇
土
郡
宇
土
御
城
下
江
海
上
弐
十
九
里
（
１
１
３
・
９
㎞
）

マ
マ

同
国
八
代
郡
八
代
御
城
下
江
海
上
廿
弐
里
（
８
６
・
４
㎞
）

同
国
彼
杵
郡
長
崎
江
海
上
弐
拾
壱
里
（
８
２
・
５
㎞
）

薩
摩
国
鹿
児
島
郡
鹿
児
島
御
城
下
江
海
上
八
拾
五
里
（
３
３
３
・

８
㎞
）

一
御
朱
印

御
黒
印

寺
社
無
御
座
候

一
庵
壱
ヶ
所

禅
宗
隣
峰
庵

一
社
拾
弐
ヶ
所

八
幡
宮

諏
訪
宮

十
五
社

志
賀
社

天

満
宮

祇
園
社
鈴
木
社

愛
宕
社

稲
荷
社

恵
美

須

秋
葉
権
現

皿
山
窯
神

一
名
所

旧
跡

名
産

古
城
跡

島

無
御
座
候

一
所
産
物

陶
器

砥
石

少
々
出
来
仕
候

一
当
村
ゟ
隣
村
七
ヶ
村
江
方
角
里
数

御
料
小
田
床
村
家
居
迄
丑
ノ
方
（
北
東
）
壱
里
四
町
三
十
弐

マ
マ

軒
（
４
・
４
㎞
）

但
山
越

マ
マ同

下
津
深
江
村
家
居
迄
丑
ノ
方
小
田
床
村
通
弐
里
拾
壱
町
八

間
（
９
・
１
㎞
）

但
同
断

同
福
連
木
村
家
居
迄
寅
ノ
方
（
東
北
東
）
山
通
三
里
八
町
三
十マ

マ

壱
間
（
１
２
・
７
㎞
）

但
同
断
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同
今
村
家
居
迄
卯
ノ
方
（
東
）
三
里
三
拾
壱
町
廿
六
間
（
１
５
・

２
㎞
）

但
同
断

同
壱
町
田
村
家
居
迄
辰
巳
ノ
方
（
南
東
）
弐
里
十
五
町
三
十マ

マ

壱
間
（
９
・
５
㎞
）

但
同
断

同
今
富
村
家
居
迄
巳
午
ノ
方
（
南
南
東
）
壱
里
拾
五
町
三
十
六

マ
マ

問
（
５
・
６
㎞
）

但
同
断

同
大
江
村
家
居
迄
午
未
ノ
方
（
南
南
西
）
壱
里
拾
五
町
三
十
六

マ
マ

間
（
５
・
６
㎞
）

但
同
断

一
遠
山
見
渡

肥
前
国
高
来
郡
野
母
山
亥
ノ
方
（
北
北
西
）
凡
拾

四
五
里
（
５
５
～
５
８
・
９
㎞
）

一
舟
掛
湊
無
御
座

沖
掛
二
而
御
座
候
凡
深
サ
六
七
尋
（
１
１
～

１
２
・
７
ｍ
）
尤
入
江
ゟ
川
内
江
潮
満
候
時
ハ
三
四
百
石
積
船

迄
ハ
乗
入

潮
干
候
時
ハ
船
居
リ
申
候
得
共
川
奥
ニ
ハ
平
常
浮

候
処
も
少
々
ハ
御
座
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候

以
上

文
化
七
年
午

高
浜
村
庄
屋
上
田
源
作

上
田
宜
珍
日
記
翻
刻
文
注
釈
と
し
て
、
こ
れ
は
恐
ら
く
全
国
統
一
の

様
式
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
（
）
は
筆
者
算
式
。

宜
珍
の
測
量
隊
関
係
業
務
は
、
こ
れ
で
一
応
一
段
落
し
た
様
子
で

あ
る
。

《
宜
珍
日
記
》

８
月
18
日
（
七
月
十
九
日
）
晴
れ

西
北
風

久
玉
よ
り
の
測
量
方
一
件
に
付
き
飛
脚
が
亀
浦
よ
り
来
る
。

《
宜
珍
日
記
》

８
月
19
日
（
七
月
二
十
日
）
晴
天

北
風

富
岡
へ
船
で
出
勤
。
測
量
方
が
当
月
11
日
に
薩
州
山
川
へ
着

い
た
の
で
、
取
り
急
ぎ
同
国
市
来
辺
り
ま
で
来
る
よ
う
に
と

の
事
で
、
出
勤
す
る
よ
う
に
中
原
氏
（
久
玉
組
大
庄
屋
）
よ

り
昨
日
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
、
出
勤
し
た
次
第
。

《
宜
珍
日
記
》

８
月
22
日
（
七
月
二
十
三
日
）

く
も
り

南
風

10
時
頃
一

時
大
雨

①
富
岡
よ
り
陸
路
で
帰
る
。
測
量
方
御
用
準
備
の
た
め
、
急
々

村
へ
引
き
取
り
間
、
村
継
ぎ
カ
ゴ
を
差
し
出
す
よ
う
に
会
所

よ
り
先
触
が
出
、
都
呂
々
村
よ
り
小
田
床
ま
で
人
足
が
出
る
。

昼
過
よ
り
打
ち
立
て
夜
半
こ
ろ
帰
着
。

②

測
量
方
へ
差
し
出
す
書
上
帳
村
絵
図
今
日
ま
で
出
来
て

い
な
い
た
め
、
明
日
こ
れ
を
会
所
ま
で
差
し
出
す
つ
も
り
で
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あ
る
。
中
原
氏
は
、
船
で
東
回
り
で
帰
る
。
自
分
（
宜
珍
）

は
23
日
久
玉
へ
行
く
こ
と
を
伝
え
る
。

③
こ
の
た
び
の
薩
州
へ
の
往
来
御
切
手
（
往
来
手
形
）
並
び

に
先
触
れ
を
持
参
す
る
。
内
容
は
次
の
通
り
。

此
者
六
人
御
料
従
肥
後
天
草
郡

薩
州
江
罷
越
候

海
陸
往
来

為
無
滞
如
此
候

以
上

午
七
月
廿
二
日
（
８
月
21
日
）

富
岡
御
役
所

所
々
御
改
所

覚

中
原
新
吾

上
田
源
作

右
者
御
料
従
天
草
郡
測
量
方
御
役
人
順
在
之
儀

為
聞
合

薩
州
御
領
ヘ
罷
越
候
間

書
面
之
通

宿
継
人
馬
無
滞
差
出
可
然
候

已
上

七
月

富
岡

御
役
所
判

右
の
通
り
認
め
て
い
た
だ
い
た
。
人
馬
の
調
達
ま
た
地
名
を

尋
ね
書
き
入
れ
る
よ
う
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
。

《
近
代
年
譜
》

８
月
22
日
（
七
月
二
十
三
日
）

測
量
方
参
考
に
資
す
る
村
々
書
き
上
げ
帳
並
び
に
絵
図
面
認

め
方
に
付
き
、
大
庄
屋
庄
屋
中
会
所
に
寄
合
い
評
議
し
、
か

つ
休
泊
入
用
品
を
臨
時
郡
割
り
に
計
上
、
小
夜
衣
布
団
25
流

(

上
８
流
、
中
17
流)

、
ゴ
ザ
30
枚
、
蚊
帳
10
張
、
熨
火
台
２

つ
、
三
宝
４
つ
、
膳
椀
20
人
前
を
調
達
し
、
休
泊
の
村
々
へ

回
送
す
る
こ
と
と
す
る
。

更
に
、
七
月
二
十
三
日
に
は
、
大
庄
屋
、
庄
屋
が
会
所
に
寄
合
評

議
し
、
村
々
へ
次
の
よ
う
な
通
達
を
送
っ
て
い
る
。

①
（
測
量
方
の
予
備
知
識
と
な
る
）
絵
図
面
や
村
内
の
間
数

（
距
離
）
等
の
調
書
は
、
遺
漏
な
き
よ
う
に
提
出
す
る
事
。

②
こ
の
測
量
方
に
よ
る
費
用
は
、
村
々
の
負
担
と
な
る
。
そ

の
負
担
は
、
総
額
30
貫
で
、
こ
れ
は
各
村
の
石
高
に
よ
っ
て

割
り
振
る
。
す
な
わ
ち
、
百
石
当
た
り
、
１
４
０
匁
と
す
る
。

《
木
山
家
文
書
》
測
量
方
御
用
割
り
当
て
金

覚
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一

銭
三
拾
貫
目

此
割

弐
万
千
四
百
三
拾
三
石
五
斗
四
升
六
合
壱
勺

但
高
百
石
二
付
百
四
拾
匁
当
り

一

銭
四
貫
六
百
四
匁
九
分

本
戸
組

右
者
測
量
方
御
用
ニ
付
村
々
書
上
帳
絵
図
認
方
并
当
郡
江
御
渡
海

之
上
御
休
泊
之
村
々
ニ
入
用
之
品
調
方
彼
是
年
番
ニ
て
行
届
不
申

候
ニ
付
此
度
寄
会
之
上
大
庄
屋
庄
屋
談
合
之
上
前
割
書
面
之
通
ニ

御
座
候
間
八
月
五
日
限
無
間
違
会
所
へ
御
遣
可
被
成
候

御
延

引
被
成
候
而
ハ
右
品
調
方
差
支
ニ
間
違
ニ
相
成
候
間
此
段
御
承
知

可
被
成
候

測
量
方
御
渡
海
之
儀
も
間
近
ニ
相
成
候
趣
ニ
付
御
用

向
為
承
合
薩
州
領
分
迄
久
玉
組
大
庄
屋
高
濱
村
庄
屋
今
明
日
中

渡
海
之
筈
ニ
候

追
々
帰
村
之
上
御
出
会
之
儀
者
可
申
進
候

左

様
御
承
知
可
被
成
候
以
上

七
月
廿
四
日

会
所
詰

大
庄
屋

木
山
十
兵
衛
殿

木
山
家
の
本
戸
組
の
分
担
金
は
、
４
貫
６
０
４
匁
９
分
と
な
っ
て

い
る
。
郡
中
の
総
石
高
２
万
１
４
３
３
石
５
斗
４
升
６
合
１
勺
は
文

化
六
年
の
石
高
で
あ
る
。

村
へ
の
通
達
と
は
別
に
、
郡
会
所
で
す
る
仕
事
も
多
い
。

測
量
一
行
の
来
島
が
近
づ
く
に
あ
た
っ
て
。

《
近
代
年
譜
》

８
月
22
日
（
七
月
二
十
三
日
）

測
量
方
参
考
に
資
す
る
村
々
書
上
げ
帳
並
び
に
絵
図
面
認
め

方
に
付
、
大
庄
屋
庄
屋
会
所
に
寄
合
評
議
し
た
。
そ
の
中
で

休
泊
入
用
品
を
臨
時
郡
割
り
に
計
上
し
準
備
す
る
こ
と
に
し

た
。
内
容
は
小
夜
衣
布
団
25
流(

上
８
流
、
中
17
流)

、
茣
蓙

さ

よ

ぎ

ぬ

ご

ざ

30
枚
、
杖
30
本
、
蚊
帳
10
張
、
熨
火
台
２
つ
、
三
宝
４
つ
、

の

し

膳
椀
20
人
分
を
調
達
し
、
一
行
が
泊
ま
る
予
定
の
村
々
に
廻

送
す
る
こ
と
と
す
る
。

小
夜
衣
ふ
と
ん
と
は
着
物
の
形
を
し
た
綿
の
入
っ
た
布
団
の
こ
と

で
あ
る
。
現
在
で
は
掻
い
巻
き
布
団
と
い
う
よ
う
だ
。
ま
た
の
し
台

と
は
炭
火
に
よ
る
ア
イ
ロ
ン
だ
と
か
。
な
か
な
か
江
戸
期
の
文
を
読

む
の
は
難
し
い
。
現
在
な
ら
ば
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
を
紹
介
す
れ
ば
い

い
が
、
当
時
は
、
地
区
あ
げ
て
と
い
う
よ
り
、
統
括
責
任
者
は
も
と

よ
り
、
村
々
の
責
任
者
は
、
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
事
が
分
か
る
。

ま
た
、
綿
入
れ
の
布
団
と
蚊
帳
の
手
配
を
し
て
い
る
の
も
不
思
議

だ
が
、
回
し
状
に
は
、
何
月
に
来
る
と
は
書
い
て
な
い
の
で
、
い
つ

の
季
節
に
来
ら
れ
て
も
い
い
よ
う
に
対
策
を
取
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
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《
木
山
家
文
書
》
測
量
方
使
用
の
布
団
等
村
々
へ
の
仕
送
り

覚

一

小
夜
着

ふ
と
ん

廿
五
流

但
上
八
流

中
十
七
流

一

御
座

三
拾
枚

一

枕

三
十

一

蚊
帳

十
張

一

火
熨
斗

弐
ツ

一

三
宝

四
ツ

一

膳
椀

弐
拾
人
前

〆

右
者
測
量
方
御
廻
村
ニ
付
書
面
之
品
々
会
所
ニ
而
相
調
御
休
泊
之

村
々
江
仕
送
り
ニ
相
成
候
間
此
段
御
承
知
可
被
成
候

委
細
之
儀

ハ
追
々
寄
合
ニ
評
議
之
上
相
決
可
申
候
以
上

近
代
年
譜
と
木
山
家
文
書
で
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
。

近
代
年
譜
で
は
「
杖
30
本
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
木
山
家
文
書
で
は

「
枕
30
」
と
な
っ
て
い
る
。
木
山
家
文
書
の
枕
が
正
し
い
と
思
う
が
、

そ
れ
で
も
布
団
が
25
な
の
に
枕
30
は
お
か
し
い
。
ま
た
、
近
代
年
譜

で
は
「
熨
火
台
」
と
な
っ
て
い
る
が
木
山
家
文
書
で
は
「
火
熨
斗
」

と
な
っ
て
い
る
。
茣
蓙
と
御
座
も
、
表
現
が
違
う
だ
け
で
、
お
な
じ

も
の
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

伊
能
忠
敬
と
初
対
面

伊
能
測
量
隊
と
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
薩
摩
へ

そ
し
て
、
８
月
29
日
、
先
の
大
庄
屋
庄
屋
会
議
決
定
で
、
出
迎
え

の
役
目
を
任
さ
れ
た
久
玉
組
大
庄
屋
中
原
新
吾
と
高
浜
村
庄
屋
上
田

宜
珍
の
両
人
は
、
測
量
隊
御
一
行
様
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、
薩

摩
領
の
出
水
ま
で
出
張
し
、
諸
事
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

こ
の
役
目
を
中
原
新
吾
と
上
田
宜
珍
に
決
ま
っ
た
の
に
は
、
考
え

る
に
次
の
よ
う
な
理
由
が
想
像
で
き
る
。
そ
れ
は
、
中
原
新
吾
は
大

庄
屋
代
表
と
し
て
誰
に
す
る
か
と
い
う
場
合
、
お
と
な
し
い
性
格
で

皆
で
指
名
す
る
と
断
れ
な
い
と
見
え
た
と
思
え
る
。
ま
た
、
薩
摩
に

最
も
近
い
大
庄
屋
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。
普
通
な
ら
だ
れ
で

も
敬
遠
し
た
い
役
目
で
あ
っ
た
か
ら
、
指
名
さ
れ
た
中
原
氏
は
、
体

調
も
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
で
き
れ
ば
引
き
受
け
な
い
役
目
と

見
た
。
そ
れ
に
対
し
、
宜
珍
は
庄
屋
の
中
で
も
ず
ば
抜
け
た
知
識
人

で
あ
り
、
か
つ
知
的
獲
得
好
奇
心
あ
ふ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
た
め
だ

ろ
う
。
い
や
、
宜
珍
自
身
が
、
自
ら
望
ん
で
そ
の
役
目
を
引
き
受
け

た
と
筆
者
は
考
え
た
い
。

そ
し
て
、
後
に
測
量
期
間
中
、
随
行
役
、
案
内
人
と
し
て
、
伊
能

85



忠
敬
と
身
近
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
宜
珍
に
と
っ
て
何
よ

り
も
楽
し
い
時
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
忠
敬
に
と
っ
て
も
、
辺
境
の
地
天
草
で
対
等
に
知
的
に
語

り
合
え
る
友
が
で
き
た
こ
と
は
、
存
外
の
喜
び
で
あ
っ
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。

《
宜
珍
日
記
》

８
月
24
日
（
七
月
二
十
五
日
）
晴
天
、
北
風

測
量
方
御
用
に
付
き
、
薩
州
行
き
。
今
晩
船
に
て
久
玉
ま
で

行
く
。
人
足
伊
平
次
を
召
し
連
れ
る
。

《
近
代
年
譜
》

８
月
24
日
（
七
月
二
十
五
日
）

測
量
方
見
分
の
た
め
、
久
玉
組
大
庄
屋
中
原
新
吾
、
高
浜
村

庄
屋
上
田
源
太
夫
、
薩
州
出
水
方
面
へ
出
張
す
る
。

こ
の
近
代
年
譜
の
日
付
は
薩
摩
へ
出
発
し
た
日
で
は
な
く
、
宜
珍

が
久
玉
ま
で
行
っ
た
日
で
あ
る
。
ま
た
、
宜
珍
を
源
太
夫
と
し
て
い

る
が
、
当
時
は
源
作
と
名
の
っ
て
お
り
、
源
太
夫
と
改
名
し
た
の
は

後
日
の
こ
と
で
あ
る
。

と
書
く
と
、
す
ぐ
に
も
測
量
隊
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
実

際
中
原
、
上
田
両
氏
が
伊
能
忠
敬
と
会
え
た
の
は
、
９
月
13
日
（
八

月
十
五
日
）
で
あ
っ
た
。
８
月
30
日
（
八
月
朔
日
）
牛
深
を
出
港
し
、

薩
摩
串
木
野
に
着
い
た
時
は
、
測
量
隊
は
、
甑
島
を
測
量
中
で
あ
っ

た
た
め
だ
。
そ
の
た
め
、
甑
島
の
測
量
が
い
つ
ま
で
か
か
る
の
か
等

を
確
か
め
る
た
め
、
鹿
児
島
へ
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
た
串
木

野
へ
帰
り
、
甑
島
測
量
が
長
く
か
か
る
こ
と
か
ら
、
甑
島
へ
渡
る
こ

と
に
し
て
、
実
際
に
会
え
た
の
は
、
牛
深
出
港
か
ら
14
日
後
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
測
量
隊
が
、
甑
島
か
ら
串
木
野
へ
返
っ
て
き
た
の
は
、

９
月
17
日
（
八
月
十
九
日
）
で
あ
っ
た
。
あ
と
４
日
待
て
ば
わ
ざ
わ

ざ
冒
険
を
し
て
渡
海
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
だ
が
。

甑
島
へ
渡
航
し
た
の
は
、
９
月
12
日
（
八
月
十
四
日
）
で
あ
る
。

こ
の
日
は
二
百
十
日
で
あ
っ
た
。
伊
能
日
記
に
よ
る
と
、
「
八
月
十

四
日

朝
大
曇
天
。
此
日
二
百
十
日
、
東
南
風
。
大
風
雨
空
に
て
波

荒
く
、
舟
行
難
成
。
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
翌
９
月
13
日
（
八

月
十
五
日
）
に
は
「
朝
風
雨
波
荒
」
の
中
、
午
前
は
測
量
を
し
て
い

る
が
「
以
後
は
大
難
所
、
波
荒
船
測
も
難
成
、
止
て
帰
宿
」
と
記
し

て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
台
風
が
来
て
い
た
よ
う
で
、
よ
く
も
こ
ん
な

日
に
渡
海
し
た
も
の
で
あ
る
。
台
風
情
報
が
な
い
当
時
だ
か
ら
仕
方

が
な
い
が
、
冒
険
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
の
日
記
の
最
後
に
、
「
肥
後
天
草
郡
天
草
島
大
庄
屋
中
原
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新
吾
、
同
庄
屋
上
田
源
作
来
向
」
と
記
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
『
上
田
宜
珍
日
記
』
に
は
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
つ

い
て
は
何
も
記
し
て
い
な
い
が
、
『
巡
廻
日
記
』
に
は
冒
頭
に
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
こ
こ
は
翻
刻
の
通
り
記
す
。
（
但
し
箇
条

書
き
に
て
）

《
巡
廻
日
記
》

測
量
方
御
役
人
薩
州
御
領
内
御
順
在
為
承
合

七
月
廿
一
日
（
８
月
20
日
）
中
原
新
吾
上
田
源
作
御
用
船
ニ

※

乗
組

八
月
朔
日
（
８
月
30
日
）
牛
深
出
帆

同
日
暮
頃
薩
州
串
木

野
江
致
着
船
処

同
日
朝
市
来
湊
よ
り
測
量
方
甑
島
江
御
渡

海
ニ
付

同
三
日
（
９
月
１
日
）
鹿
児
島
江
罷
越
右
御
用
向
聞
合

同
十
三
日
（
９
月
11
日
）
串
木
野
江
罷
帰

翌
十
四
日
（
９
月
12
日
）
甑
島
へ
渡
海

同
十
五
日
（
９
月
13
日
）
同
所
瀬
々
之
浦
ニ
而
右
御
役
人
伊

能
勘
解
由
様
坂
部
貞
兵
衛
様
江
懸
御
目
御
用
向
承
リ

尚
又

鹿
児
島
ゟ
附
添
野
元
嘉
三
次
殿
其
外
付
々
江
対
面
諸
事
承
合

同
廿
四
日
（
９
月
22
日
）
富
岡
迄
罷
帰
候
次
第
別
紙
ニ
相
記

有
之
ニ
付
文
略
ス

※
「
七
月
廿
一
日
（
８
月
20
日
）
中
原
新
吾
上
田
源
作
御
用

船
ニ
乗
組
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
七
月
三
十
一
日
（
８
月

29
日
）
の
誤
り
で
あ
る
。

上
田
宜
珍
は
、
こ
こ
に
初
め
て
伊
能
忠
敬
に
会
っ
た
。
初
対
面
と

は
言
い
な
が
ら
、
忠
敬
は
、
好
奇
心
や
学
習
意
欲
が
高
い
宜
珍
に
対

し
て
、
好
感
を
抱
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
宜
珍
か
ら
天
草
の
概
要

を
聞
き
、
そ
の
見
識
の
広
さ
に
注
目
し
た
。

宜
珍
も
、
初
め
て
目
に
す
る
測
量
機
材
や
、
忠
敬
の
熱
意
あ
る
態

度
に
、
尊
敬
の
念
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
対
面
で
、
忠
敬
は
天
草
の
大
ま
か
な
概
況
を
聞
き
取
っ
た
。

忠
敬
は
、
こ
れ
か
ら
測
量
に
入
る
天
草
に
つ
い
て
、
串
木
野
か
ら

天
文
方
上
役
の
高
橋
景
保
（
師
高
橋
至
時
の
子
）
に
次
の
よ
う
に
書

簡
を
送
っ
て
い
る
。

天
草
島
の
儀
は
存
外
の
大
島
に
て
、
大
島
は
周
回
６
、
７
０

０
里

、
中
島
30
里
余
、
小
島
５
、
６
里
を
頭
と
し
て
、
数
多
こ

れ
あ
り
候
由
、
下
甑
島
ま
で
天
草
大
庄
屋
ま
か
り
越
し
物
語
に

ご
ざ
候
。
左
候
わ
ば
、
２
か
月
を
相
掛
り
申
す
べ
き
や
に
存
じ
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奉
り
候
。

八
月
二
十
日
（
９
月
18
日
）

伊
能
勘
解
由

高
橋
尊
君

（
た
だ
し
文
献
不
明
・
大
和
心
に
人
問
わ
ば
）

10
月
４
日
夜
に
、
長
島
よ
り
伊
能
忠
敬
来
島
近
し
の
通
報
が
、
久

玉
村
大
庄
屋
中
原
新
吾
へ
あ
っ
た
。

長
島
よ
り
遠
く
か
ら
見
え
る
よ
う
に
幟
を
天
草
郡
の
島
々
に
立
て

る
よ
う
に
と
の
事
に
、
そ
れ
ぞ
れ
手
配
を
し
た
。
一
行
は
、
獅
子
島

の
調
査
を
終
え
て
、
大
多
尾
村
に
渡
り
、
同
地
に
於
い
て
天
草
郡
の

日
程
を
決
定
す
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
各
村
へ
通
知
し
て
欲
し
い
と

の
こ
と
で
、
早
速
郡
会
所
、
並
び
に
大
多
尾
村
に
こ
の
こ
と
を
通
報

し
た
。

と
こ
ろ
が
久
玉
村
に
は
当
時
疱
瘡
が
流
行
し
て
い
た
た
め
、
大
庄

屋
の
中
原
新
吾
は
遠
慮
し
て
、
代
理
に
牛
深
村
の
恒
七
、
久
玉
村
の

松
太
郎
を
案
内
役
と
し
て
長
島
へ
遣
わ
し
た
。

ま
た
、
別
動
隊
は
10
月
６
日
八
代
町
に
泊
ま
り
、
順
次
南
下
し
て

袋
村(

水
俣
町)

の
調
査
を
終
わ
り
、
こ
の
地
よ
り
大
多
尾
村
へ
渡
航

の
予
定
で
あ
る
こ
と
が
、
大
矢
野
組
大
庄
屋
吉
田
長
平
よ
り
報
告
さ

れ
た
。

《
宜
珍
日
記
》

10
月
２
日
（
九
月
四
日
）
雨
天
、
南
西
風

①
測
量
方
の
入
用
前
割
銭
、
６
４
５
匁
９
分
５
リ
を
高
浜
村

年
寄
中
か
ら
会
所
詰
め
大
庄
屋
衆
へ
送
る
。

②
測
量
方
へ
の
書
き
上
げ
帳
一
冊
を
都
呂
々
酒
井
氏
へ
届
け

さ
せ
る
。

（
内
容
）
高
浜
村
高
札
場
よ
り
千
ノ
通
ま
で
１
７
４
０
間

（
３
・
２
㎞
）
、
同
所
よ
り
大
江
高
札
場
ま
で
１
２
４
６
間

（
２
・
２
㎞
）
、
合
計
２
９
８
６
間
（
５
・
４
㎞
）
。
こ
の

町
数
４
９
町
４
６
間
（
５
・
４
㎞
）
、
１
里
１
３
町
４
６
間

（
５
・
４
㎞
）
。
右
道
の
り
書
付
書
上
げ
帳
に
付
け
る
。
小
田

床
高
札
場
よ
り
高
浜
村
高
札
場
ま
で
の
里
数
は
、
同
村
よ
り

都
呂
々
へ
連
絡
す
る
は
ず
で
あ
る
。

《
近
代
年
譜
》

10
月
４
日
（
九
月
六
日
）

こ
の
夜
、
薩
摩
領
長
島
城
河
内
よ
り
久
玉
村
大
庄
屋
中
原
新

吾
へ
招
状
が
到
来
す
る
。
し
か
し
、
同
所
は
当
時
疱
瘡
流
行

中
の
た
め
、
牛
深
村
万
屋
恒
七
に
久
玉
村
松
太
郎
を
付
け
、

両
名
を
代
わ
り
に
遣
わ
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
長
島
よ
り
遠

見
印
と
な
る
島
々
へ
幟
を
立
て
よ
と
の
事
で
、
す
ぐ
に
そ
れ

ぞ
れ
の
手
配
を
す
る
。
な
お
一
行
は
、
薩
摩
獅
子
島
よ
り
大
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多
尾
村
に
渡
り
、
同
地
に
於
い
て
日
程
を
決
定
す
る
と
の
口

達
も
受
け
る
。

《
木
山
家
文
書
》
測
量
方
役
人
と
薩
摩
で
面
談
の
た
め
招
集

為
測
量
御
用
近
々
天
草
江
引
移
候
ニ
付
御
用
談
之
義
有
之
候
間
明

七
日
薩
州
長
嶋
之
内
城
河
内
村
止
宿
江
早
々
罷
出
可
被
申
候

九
月
六
日

測
量
方
印

天
草
久
玉
村

中
原
新
吾
殿

如
此
六
日
夜
長
嶋
ゟ
飛
船
ニ
而
到
来
致
候
得
共
同
所
疱
瘡
流
行
故

牛
深
村
恒
七
久
玉
村
松
太
郎
差
遣
申
候

定
而
御
渡
海
場
之
用
談
ニ
可
有
之
と
相
察
候
間
口
演
書
致
為
持

遣
申
候
処
其
用
向
ニ
而
無
之
長
嶋
ゟ
遠
見
目
印
ニ
相
成
候
嶋
々
江

幟
を
立
候
様
と
の
事
ニ
而
差
図
之
通
夫
々
取
計
申
候

且
御
渡
海

場
之
義
者
獅
子
嶋
ゟ
大
多
尾
村
之
御
積
り
ニ
而
追
々
其
訳
右
村
江

御
通
達
有
之
其
所
ゟ
御
廻
順
先
々
江
為
御
知
候
様
可
被
仰
遣
之
由

猶
拙
者
ゟ
も
大
多
尾
村
へ
右
之
訳
通
達
仕
置
候
様
被
申
聞
候

処
右
両
人
ゟ
申
聞
候

此
段
御
代
官
様
江
被
仰
上
尚
又
本
戸
組
江

も
御
申
遣
置
被
成
候
而
御
尤
ニ
奉
存
候

右
為
可
得
其
意
如
此
ニ

御
座
候
以
上

九
月
八
日

中
原
新
吾

平
井
為
五
郎
殿

追
而
高
濱
相
見
江
居
候
哉
為
御
知
可
被
下
候

別
紙
之
通
久
玉
大
庄
屋
ゟ
申
来
候
ニ
付
写
入
御
覧
申
候
間
夫
々
無

間
違
御
取
計
可
被
成
候
早
々
以
上

九
月
九
日

会
所
詰

大
庄
屋

木
山
十
兵
衛
殿

猶
々
当
午
御
年
貢
手
本
米
之
義
片
時
も
早
々
御
遣
し
可
被
成
候

以
上

（
以
下
測
量
方
よ
り
中
原
新
吾
へ
。
中
原
か
ら
平
井
へ
の
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
文
の
た
め
省
略
）

平
井
為
五
郎
殿
と
あ
る
の
は
、
こ
の
年
の
会
所
詰
年
番
が
、
志
岐

組
大
庄
屋
平
井
為
五
郎
で
あ
る
た
め
だ
。
ま
た
、
年
貢
手
本
米
も
至

急
送
る
よ
う
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

《
近
代
年
譜
》

10
月
６
日
（
九
月
八
日
）

坂
部
貞
兵
衛
の
測
量
別
動
隊
は
こ
の
夜
八
代
に
泊
ま
り
、
順
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次
袋
村(

水
俣)

よ
り
大
多
尾
へ
渡
航
の
予
定
で
あ
る
こ
と
を
、

大
矢
野
組
吉
田
長
平
が
八
代
に
至
り
、
肥
後
藩
付
廻
り
役
池

部
長
十
郎
よ
り
関
知
、
そ
の
旨
早
速
会
所
へ
報
告
す
る
。

《
木
山
家
文
書
》
測
量
方
役
人
来
島
見
込
み
の
報
知

大
矢
野
大
庄
屋
之
書
面
写

測
量
方
御
役
人
昨
八
日
日
奈
久
御
泊
り
之
旨
一
昨
七
日
昼
頃
佐

敷
町
役
人
ゟ
掛
合
有
之
候
ニ
付
早
速
出
船
仕
其
夜
日
奈
久
江
相
届

キ
翌
日
田
浦
惣
庄
屋
江
面
談
之
上
段
々
咄
合
候
処
、
測
量
方
御
役

人
御
休
泊
之
儀
者
其
時
ニ
差
か
ゝ
り
不
申
候
而
ハ
相
決
候
儀
無
之

既
ニ
日
奈
久
茂
三
日
己
前
ゟ
御
泊
り
之
趣
ニ
付
万
事
手
筈
い
た
し

候
得
共
間
違
ニ
相
成
今
八
日
弥
八
代
御
泊
り
明
日
ひ
な
く
御
越
之

儀
今
朝
漸
相
分
り
候
と
の
事
ニ
付
、
直
様
八
代
御
泊
へ
罷
越
熊
本

ゟ
御
付
廻
池
部
長
十
郎
殿
面
談
い
た
し
始
末
聞
合
候
処
求
麻
ゟ

川
筋
通
り
八
代
迄
御
越
先
順
者
別
紙
書
付
通
之
日
積
ニ
而
多
く
ハ

袋
村
ゟ
天
草
大
多
尾
村
江
御
渡
海
ニ
相
成
、
其
末
御
対
談
之
上
ニ

而
者
尚
又
二
手
ニ
而
天
草
郡
御
測
量
有
之
趣
ニ
相
聞
候
得
共
御
両

所
御
面
談
無
御
座
候
而
ハ
相
決
不
申
候
段
同
人
ゟ
演
舌
有
之
候

一
測
量
方
御
役
人
江
罷
出
度
旨
申
入
候
処
折
不
申
御
繁
雑
之
由
ニ
而

却
而
御
面
倒
之
筋
ニ
も
有
之
右
聞
合
之
儀
ハ
少
し
も
間
違
無
之
趣

長
十
郎
殿
ゟ
被
申
向
候
ニ
付
其
夜
帰
帆
今
朝
到
着
仕
候

右
長
十
郎
殿
ハ
此
節
御
越
測
量
方
御
役
人
弟
子
之
由
ニ
而
役
儀
ハ

軽
ク
相
聞
へ
申
候
得
共
国
中
之
付
廻
と
申
事
ニ
御
座
候

外
ニ
付

添
も
有
之
候
得
共
重
立
候
役
分
之
衆
ハ
被
居
不
申
候

一
御
昼
休
所
之
儀
ハ
不
申
及
其
外
前
後
ニ
さ
つ
と
仮
家
ニ
而
も
相
立

茶
并
菓
子
杯
用
意
此
所
乍
御
腰
掛
御
休
足
御
座
候
由
右
御
休
息
所

ハ
一
日
御
測
量
之
道
の
七
八
合
目
ニ
用
意
致
置
候
事

一
酒
も
夜
分
ニ
ハ
御
用
意
御
座
候
由

九
月

吉
田
長
平

右
之
通
り
申
来
候
ニ
付
此
段
御
承
知
之
上
万
端
御
手
当
之
程
可
然

奉
存
候

取
紛
乱
筆
御
免
ニ
て
早
々
以
上

九
月
十
日

会
所
詰

木
山
様

《
巡
廻
日
記
》

測
量
方
御
役
人
方
、
長
島
へ
お
差
し
入
れ
（
測
量
）
の
段
相

聞
こ
え
、
九
月
八
日
（
10
月
６
日
）
伊
野
又
七
郎(

小
田
床
村

庄
屋)

、
小
松
彦
右
衛
門
（
浦
村
庄
屋
）
聞
き
合
わ
せ
に
よ
り

ま
か
り
越
し
、
同
所
浦
底
に
て
、
（
伊
能
忠
敬
様
に
）
お
目

に
か
か
り
、
同
十
一
日
（
９
日
）
帰
る
。
（
巡
廻
日
記
前
段
）

《
宜
珍
日
記
》

90



10
月
９
日
（
九
月
十
一
日
）
曇
り
、
風
無
し

測
量
方
御
役
人
様
、
当
十
六
日
（
10
月
14
日
）
に
大
多
尾
に

着
く
様
子
の
た
め
、
代
官
が
出
役
す
る
は
ず
と
の
連
絡
が
会

所
あ
る
。

《
木
山
家
文
書
》
藤
本
代
官
大
多
尾
へ
到
着
の
件
、

大
庄
屋
よ
り
連
絡

覚

坂
部
貞
兵
衛
様

青
木
勝
五
郎
様

弟
子
衆

弐
人

竿
取

壱
人

小
者

両
人

一

八
代
ゟ
芦
北
筋
御
泊
り
所

九
月
九
日

日
奈
久

十
日

田
ノ
浦

十
一
日

佐
敷

十
二
日

湯
浦

十
三
日

津
奈
木

十
四
日

水
俣

十
五
日

袋
村

態
以
飛
脚
得
御
意
候

然
者
測
量
方
御
役
人
御
附
廻
り
藤
本
恕

助
様
明
十
一
日
大
多
尾
村
江
御
越
之
積
ニ
御
座
候
間
御
宿
其
外
無

間
違
様
御
手
当
可
被
成
候

天
気
宜
敷
御
座
候
得
ハ
船
ゟ
御
越
之
積
リ
ニ
御
座
候

右
得
御
意
度
早
々
以
上

九
月
十
日

会
所
詰

大
庄
屋

木
山
十
兵
衛
様

《
木
山
家
文
書
》
測
量
方
御
用
品
輸
送
人
足
差
出
の
件

覚

一

長
持
七
棹

此
人
足
弐
拾
壱
人

但
壱
棹
三
人
之
積
り

一

波
籠
弐
ツ

此
人
足
六
人

但
右
同
断

一

椀
箱
壱
荷

此
人
足
弐
人

一

諸
書
付
小
櫃
壱
ツ

此
人
足
壱
人

一

釣
灯
台
弐
ツ

此
人
足
壱
人

一

駕
籠
四
棹

此
人
足
四
人

〆
三
拾
五
人

右
者
測
量
方
御
用
郡
中
仕
送
り
物
書
面
之
通
御
船
揚
大
多
尾
村
迄

明
十
一
日
差
送
り
申
候

村
々
共
無
遅
滞
人
足
差
出
可
被
成
候

己
上

九
月
十
日

会
所
詰

大
庄
屋

午
刻
二
出
ス

冨
岡
町

志
岐
村

新
休
村

下
河
内
村
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町
山
口
村

亀
川
村

楠
浦
村
ゟ
船
ニ
而

大
多
尾
村
迄

大
庄
屋

町
役
人

庄
屋

衆
中

《
木
山
家
文
書
》
藤
本
代
官
延
着
の
通
知

態
飛
脚
を
以
申
進
候

然
者
測
量
方
御
役
人
様
当
月
十
六
日
頃
御

渡
海
ニ
相
成
候
趣
ニ
付
御
付
添
藤
本
恕
助
様
今
日
大
多
尾
村
江
御

越
之
儀
御
見
合
ニ
相
成
候
ニ
付
此
段
為
御
知
申
進
候

猶
追
々
御

越
之
節
者
又
々
為
御
知
可
申
進
候

大
多
尾
村
江
茂
其
御
元
ゟ
御

見
合
之
趣
御
申
遣
被
成
候

右
申
進
度
早
々
以
上

九
月
十
一
日

会
所
詰

大
庄
屋

木
山
十
兵
衛
殿

是
ハ
大
多
尾
人
足
便
へ
右
村
へ
遣
ス

《
木
山
家
文
書
》
測
量
方
延
着
に
付
き
、
人
足
見
合
わ
せ

態
申
進
候

然
者
測
量
方
御
役
人
御
渡
海
ニ
付
郡
中
仕
送
之
品
今

日
大
多
尾
村
迄
差
遣
候
筈
ニ
而
人
足
手
当
申
進
候
処
昨
日
久
玉
ゟ

懸
合
有
之
候
ハ
十
六
七
日
当
郡
江
御
渡
海
ニ
可
被
相
成
候
段
申
来

候
ニ
付
一
両
日
ハ
見
合
方
ニ
相
成
申
候

依
之
追
々
相
分
り
次
第

可
申
進
候
之
間
人
足
手
当
此
節
ハ
御
見
合
可
被
成
候
右
申
進
度

早
々
以
上

九
月
十
一
日

会
所
詰

大
庄
屋

冨
岡
町

志
岐
村

新
休
村

下
河
内
村

町
山
口
村

亀
川
村

楠
浦
村

大
多
尾
村

右
村

大々
庄
屋

町
役
人

庄

屋

衆
中

《
木
山
家
文
書
》
薩
州
よ
り
大
多
尾
へ
渡
海
見
込
み
の
連
絡

来
ル
十
七
日
迄
薩
州
長
嶋
之
内
獅
子
嶋
測
量
相
済
翌
十
八
日
同

嶋
ゟ
渡
海
其
村
江
相
越
候
間
得
其
意
宿
用
意
等
可
有
之
候

且
測

量
之
内
雨
天
有
之
候
得
者
日
送
之
積
相
心
得
可
被
申
候
以
上

九
月
十
四
日

測
量
方
印

肥
後
国
天
草
大
多
尾
村

役
人
中

追
而
十
八
日
雨
天
ニ
候
共
渡
海
相
成
候

海
上
ニ
候
得
ハ
相
越
候

間
此
段
相
心
得
可
被
申
候

先
達
而
久
玉
村
牛
深
村
年
寄
江
申
付

置
候
目
印
之
職
共
建
置
可
有
之
候
得
共
猶
亦
晴
雨
ニ
不
依
我
等
共

相
越
候
迄
ハ
建
置
可
被
申
候
以
上

《
木
山
家
文
書
》
水
俣
よ
り
天
草
へ
、
坂
部
隊
渡
海
の
連
絡

一
筆
致
啓
上
候

各
様
弥
御
堅
勝
可
被
成
御
座
珍
重
之
御
事
奉
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存
候

然
者
公
儀
天
文
御
測
量
方
坂
部
貞
兵
衛
様
先
達
而
当
領
芦

北
表
江
被
成
御
入
込
浦
々
御
糺
方
御
座
候
処
天
気
能
有
之
候
得
者

来
ル
十
八
日
頃
ニ
者
相
済
翌
十
九
日
朝
神
川
与
申
所
ゟ

御
料

大
田
尾
近
辺
迄
御
渡
海
之
筈
ニ
御
座
候

尤
雨
天
等
ニ
相
成
候
得

※
①ハ

延
引
茂
可
仕
哉
旁
其
御
手
紙
被
成
置
度
奉
存
候

且
又
其
地
ニ

而
ハ
何
方
江
御
着
船
可
然
哉
乍
御
面
倒
貴
報
御
知
セ
被
下
候
様
宜

御
頼
申
候

右
之
段
為
可
得
御
意
態
与
飛
船
ヲ
以
如
斯
ニ
御
座
候

恐
々
謹
言

九
月
十
四
日

水
俣
吉
左
衛
門

頼
永
印

小
崎
六
郎
左
衛
門
様

木
山
十
兵
衛
様

野
田
藤
九
郎
様

猶
々
大
田
尾
御
支
配
之
儀
不
分
明
ニ
有
之
御
連
名
得
御
意
申
候
以

※
②上

※
①
大
多
尾
を
大
田
尾
と
間
違
っ
て
表
記
。

※
②
送
付
先
人
を
栖
本
組
大
浦
村
大
庄
屋
小
崎
、
本
戸
組
本
戸
馬
場

村
大
庄
屋
木
山
、
一
町
田
組
一
町
田
村
大
庄
屋
野
田
各
氏
に
充
て
て

い
る
の
は
、
天
草
と
交
流
が
な
い
た
め
、
知
っ
て
い
る
人
宛
て
に
出

し
た
と
断
っ
て
い
る
。

《
近
代
年
譜
》

10
月
10
日
（
九
月
十
二
日
）

測
量
方
一
行
、
獅
子
島
よ
り
大
多
尾
村
へ
着
く
と
の
報
に
接

し
、
陣
屋
よ
り
は
付
廻
り
役
と
し
て
藤
本
恕
助
、
同
村
に
赴

き
こ
れ
を
出
迎
え
す
べ
く
、
人
足
35
人
を
富
岡
、
志
岐
、
新

休
、
下
河
内
、
町
山
口
、
亀
川
、
楠
浦
の
沿
道
諸
村
に
命
じ

た
が
、
一
行
延
着
の
追
報
に
よ
っ
て
見
合
わ
す
。

《
宜
珍
日
記
》

10
月
11
日
（
九
月
十
三
日
）
晴
れ

北
風

富
岡
飛
脚
が
大
江
戻
り
が
け
に
立
ち
寄
る
。
測
量
方
が
15
日

に
大
多
尾
へ
着
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
、
14
日
に
大
多
尾

村
へ
行
く
よ
う
に
。
代
官
も
同
日
行
く
予
定
。

《
巡
廻
日
記
》

10
月
12
日(

九
月
十
四
日)

付
添
代
官
の
藤
本
恕
助
様
上
下
一
行
３
人
、
画
工
竹
四
郎
共

に
、
大
多
尾
村
へ
船
で
来
る
。
宿
は
実
作
宅
。
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同
日
、
郡
中
持
廻
り
の
品
を
大
多
尾
村
へ
村
継
ぎ
い
て
送
り

来
る
。

長
持
・
10
棹
、
皮
籠
・
２
つ
、
駕
・
４
挺
、
夜
着
布
団
、
絹

夜
具
・
８
流
、
木
綿
夜
具
・
17
流
、
膳
椀
・
20
人
前
宛
、
傘
・

30
本
、
合
羽
、
駕
籠
、
桐
油
、
黒
塗
枕
・
一
箱
、
常
の
枕
・

※

30
。

右
宰
領
は
庄
九
郎
、
付
添
料
理
人
利
十
郎
、
宿
久
米
助
方

（
巡
廻
日
記
前
段
）

※
桐
油=

防
水
用
油

宰
領
は
伊
能
測
量
隊
に
同
行
す
る
、
画
工
・
竹
四
郎
、
用
具
宰
領
・

庄
九
郎
、
そ
し
て
料
理
人
の
利
十
郎
。

竹
四
郎
、
庄
九
郎
は
そ
の
後
の
日
記
に
登
場
す
る
が
、
利
十
郎
は

こ
の
後
文
面
に
は
出
て
こ
な
い
。
た
だ
し
、
褒
賞
受
賞
者
に
、
利
十

の
名
が
あ
り
、
利
十
郎
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
、
最
後
ま
で
料
理
人

と
し
て
従
事
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

庄
九
郎
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
宜
珍
日
記
の
八
月
七
日

に
「
富
岡
庄
九
郎
並
び
に
甚
平
方
へ
悔
や
み
に
立
会
い
、
又
蔵
遣
わ

す
」
と
あ
る
。
こ
れ
と
同
一
人
物
な
ら
ば
、
富
岡
の
町
役
人
等
の
関

係
者
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
宜
珍
が
悔
や
み
を
す
る
ほ
ど
だ
か

ら
、
宜
珍
と
関
係
の
深
い
人
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
か
つ

宰
領
と
は
、
総
支
配
人
と
も
言
う
べ
き
業
務
で
あ
り
、
か
な
り
の
優

秀
な
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
だ
。

竹
四
郎
は
、
「
上
田
宜
珍
日
記
」
の
註
に
よ
る
と
、
志
岐
組
内
田

村
の
絵
師
で
、
別
名
戸
弥
大
と
な
っ
て
い
る
。
後
に
文
化
十
一
年
高

浜
村
大
火
後
の
庄
屋
宅
再
建
に
あ
た
っ
て
、
襖
絵
を
描
い
た
と
い
う
。

な
お
、
文
は
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
現
代
文
に
よ
る
表
記
に

し
た
。
10
月
12
日
（
九
月
十
四
日
）
の
原
文
（
翻
刻
文
）
は
次
の
通

り
。

「
同
月
十
四
日
御
附
添
御
代
官
藤
本
恕
助
様
御
上
下
三
人
画
工

竹
四
郎
共
ニ
大
多
尾
村
江
船
ゟ
御
越
被
遊

御
宿
実
作
宅
（
前

半
）
」

と
、
な
ん
と
も
恐
れ
多
い
文
体
で
あ
る
。
煩
雑
に
な
る
の
で
、
御

上
に
対
し
て
失
礼
に
当
た
る
？
こ
と
で
あ
る
が
、
「
御
代
官
様
」
は

「
代
官
様
」
、
「
御
宿
」
は
「
宿
」
と
い
う
よ
う
に
、
御
は
極
力
省

略
し
た
。

《
巡
廻
日
記
》

10
月
13
日

(

九
月
十
五
日)

大
矢
野
大
庄
屋
、
栖
本
組
、
井
手
組
大
庄
屋
、
砥
岐
組
大
庄

屋
、
宮
田
村
、
小
島
子
村
、
上
津
浦
村
、
今
泉
村
各
庄
屋
出

役
す
る
。
高
浜
村
、
都
呂
々
村
、
二
江
村
出
勤
。

（
巡
廻
日
記
前
段
）
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《
宜
珍
日
記
》

10
月
13
日
（
九
月
十
五
日
）
晴
れ

北
風

十
八
日
（
10
月
16
日
）
に
測
量
方
が
大
多
尾
へ
移
る
は
ず
の

た
め
、
船
で
同
所
へ
行
く
。

と
、
測
量
方
が
天
草
来
島
日
が
、
な
か
な
か
定
ま
ら
ず
、
や
き
も

き
し
た
様
子
が
、
宜
珍
日
記
等
か
ら
読
み
取
れ
る
。

《
巡
廻
日
記
》

10
月
14
日

(

九
月
十
六
日)

久
玉
村
大
庄
屋
、
深
海
村
、
宮
野
河
内
村
、
中
田
村
各
庄
屋

出
勤
。
（
巡
廻
日
記
前
段
）

《
巡
廻
日
記
》

10
月
15
日

(

九
月
十
七
日)

①
別
隊
の
問
い
合
わ
せ
の
た
め
肥
後
袋
村
（
水
俣
）
へ
、
中

村
清
右
衛
門
（
宮
田
村
庄
屋
）
、
脇
山
與
一
郎
（
上
津
浦
庄

屋
）
両
人
船
で
向
か
う
。

②
応
援
船
６
艘
が
宮
野
河
内
よ
り
、
３
艘
が
中
田
よ
り
来
る
。

こ
れ
は
、
大
多
尾
村
が
船
不
足
の
た
め
、
付
き
廻
り
の
大
庄

屋
よ
り
出
す
。

③
測
量
方
郡
中
御
廻
浦
中
御
付
廻

中
原
新
吾

（
久
玉
組(

久
玉
村)

大
庄
屋
）

吉
田
長
平

（
大
矢
野
組(

上
村)

大
庄
屋
）

上
田
源
作

（
高
浜
村
庄
屋
）

酒
井
平
太
兵
衛
（
都
呂
々
村
庄
屋
）

橋
口
嘉
左
衛
門
（
深
海
村
庄
屋
）

〆
５
人
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
。

御
宿
御
用
承
り
役

10
月
19
日
家
内
が
大
病
の
た
め
断
る

中
村
清
右
衛
門

10
月
21
日
病
気
を
申
し
立
て
断
る

脇
山
與
一
郎

病
気
に
付
き
断
る

富
永
勢
左
衛
門
（
平
床
村
庄
屋
）

〆
３
人
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
。

④
郡
中
通
し
竿
取

井
手
組

猶

蔵
（
城
木
場
）

一
町
田
組

善
左
衛
門
（
市
瀬
）

栖
本
組

小

六

（
大
島
子
）

志
岐
組

慶

助

（
志
岐
）

久
玉
組

清

六

（
宮
野
河
内
）

大
江
組

弁

七

（
大
江
）

大
矢
野
組

太

七

（
上
村
）

本
戸
組

良

蔵

（
大
宮
地
）

砥
岐
組

重
郎
兵
衛
（
宮
田
）
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御
領
組

市
左
衛
門
（
佐
伊
津
）

（
巡
廻
日
記
前
段
）

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
解
せ
な
い
の
は
、
御
宿
御
用
承
り
役
３
人
が
、

い
ず
れ
も
断
っ
て
い
る
が
、
そ
の
代
役
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

筆
マ
メ
の
御
両
人
に
感
謝

郡
中
竿
取
と
し
て
、
各
組
か
ら
１
名
ず
つ
、
10
人
が
選
ば
れ
て
い

る
。
彼
ら
は
天
草
測
量
期
間
中
を
通
し
て
、
助
手
と
し
て
測
量
隊
に

随
行
す
る
が
、
選
抜
に
当
た
っ
て
は
、
体
力
が
あ
り
か
つ
才
気
あ
る

若
者
が
選
ば
れ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
竿
取
と
は
、
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
役
目
だ
ろ
う
か
。
一

般
的
に
考
え
る
と
、
現
在
の
測
量
風
景
で
も
見
ら
れ
る
、
ポ
ー
ル
を

立
て
る
役
目
の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
距
離
を
読
む
重
要

な
役
目
を
も
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

竿
取
は
、
測
量
隊
付
属
の
人
と
地
元
か
ら
採
用
さ
れ
た
人
が
い
た
。

地
元
採
用
の
竿
取
は
、
郡
中
竿
取
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
竿
取
に
選
ば
れ
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
天
草
を
回
れ
る
と
い

う
喜
び
、
選
ば
れ
た
と
い
う
喜
び
が
あ
る
と
同
時
に
不
安
も
あ
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
同
行
記
録
や
感
想
文
が
残
っ
て
い
た
ら
、
宜

珍
の
日
記
と
は
ま
た
違
っ
た
角
度
か
ら
、
測
量
の
様
子
が
分
か
る
も

の
と
思
う
が
、
そ
の
古
文
書
は
な
い
と
み
え
残
念
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
彼
ら
が
文
盲
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
読

み
書
き
が
で
き
た
と
し
て
も
日
誌
や
日
誌
を
書
く
な
ど
は
、
考
え
も

し
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
そ
れ
以
前
に
、
当

時
は
紙
も
貴
重
品
で
あ
り
、
か
つ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ど
こ
ろ
か
ボ
ー

ル
ペ
ン
も
な
い
時
代
。
そ
れ
を
求
め
る
の
が
無
理
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
。

能
力
的
か
つ
物
理
的
に
、
記
録
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
伊

能
忠
敬
や
上
田
宜
珍
ク
ラ
ス
で
も
、
よ
ほ
ど
筆
マ
メ
で
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど
の
記
録
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
ま
め
の
伊
能
、
上

田
両
氏
に
感
謝
を
し
よ
う
。

私
た
ち
後
世
の
者
が
、
過
去
の
歴
史
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
、
こ
う
し
た
先
人
た
ち
の
記
録
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
も

し
、
写
真
が
あ
れ
ば
、
絵
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
詳
細
に
書
か
れ
て
い

れ
ば
、
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
贅
沢
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

先
人
の
残
し
た
貴
重
な
財
産
で
、
過
去
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
過

去
の
旅
人
と
連
れ
添
っ
て
旅
が
で
き
る
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
。
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